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皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
素
よ
り
東
大

谷
高
校
の
教
育
活
動
に
対
し
、
多
大
な
ご
支
援
ご

理
解
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
5
月
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

2
類
か
ら
5
類
に
変
更
さ
れ
、
私
達
の
生
活
も

徐
々
に
以
前
の
状
態
へ
と
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

本
校
で
も
、
昨
年
は
文
化
祭
・
体
育
祭
・
修
学
旅

行
・
海
外
研
修
な
ど
を
無
事
に
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
、
生
徒
た
ち
の
元
気
に
修
学
す
る
姿
に
安
堵

し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
東
大
谷
高
校
で
は
、
大
阪
大
谷
大
学
と

連
携
し
、薬
剤
師
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
9
年
一
貫
）

や
教
員
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
7
年
一
貫
）
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
「
総
合
的
な
探
究
の
時

間
」
と
し
て
、「
10
年
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」「
探

究
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
と
い
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
実
施

し
、
生
徒
た
ち
自
身
の
理
想
の
実
現
を
促
し
、
ま

た
自
ら
問
い
を
立
て
て
学
ぶ
力
を
育
て
て
い
ま
す
。

　

課
外
活
動
で
も
、
バ
ト
ン
部
が
令
和
4
年
に
全

国
大
会
で
優
勝
、
令
和
5
年
に
世
界
大
会
で
第
2

位
を
受
賞
す
る
等
、
生
徒
た
ち
の
頑
張
り
に
感
銘

を
受
け
て
い
る
次
第
で
す
。

　

社
会
が
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
こ

の
時
代
に
こ
そ
、本
校
の
建
学
の
精
神
で
あ
る「
報

恩
感
謝
」
の
念
、「
自
省
利
他
」
の
精
神
は
、
そ

の
価
値
を
輝
か
せ
る
も
の
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
教
職
員
と
と
も
に
更
に
優
れ
た
教

育
・
経
営
を
推
し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
と
と
も
に
、

皆
様
方
の
一
層
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

　

東
大
谷
成
美
会
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
素
よ
り

東
大
谷
高
校
の
教
育
活
動
に
対
し
多
大
な
ご
支
援
・
ご
鞭
撻
を

賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

元
日
に
発
生
し
た
「
能
登
半
島
地
震
」
に
よ
り
、
お
亡
く
な

り
に
な
ら
れ
た
方
々
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
と
と
も

に
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
た
な
令
和
６
（
2
0
2
4
）
年
は
「
辰
年
」
と
い
う
こ
と

で
、
辰
の
如
く
飛
躍
す
る
年
と
思
っ
て
お
ら
れ
た
方
も
多
か
っ

た
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
前
述
の
自
然
災
害
や
羽
田
空
港
で
の

人
災
な
ど
に
よ
り
大
変
な
ス
タ
ー
ト
の
年
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
こ
の
う
え
は
１
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
願
う
ば
か
り

で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
は
吉
村
知
事
に
よ
る
「（
高
校
）
授
業
料
完
全
無
償
化
」

を
巡
る
問
題
で
明
け
暮
れ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。
無
償
化
そ
れ

自
体
は
有
難
い
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
が
、
問
題
は
そ
の

方
策
に
潜
ん
で
お
り
ま
す
。
府
下
の
私
立
高
校
の
「
標
準
授
業

料
」
を
63
万
円
に
設
定
し
、
そ
れ
以
上
は
徴
収
し
て
は
な
ら
な

い
と
い
う
点
で
す
。
い
わ
ゆ
る
「
キ
ャ
ッ
プ
制
」
で
あ
り
ま
す
。

各
私
立
高
校
に
は
「
建
学
の
精
神
」
が
存
在
し
、
そ
れ
に
則
っ

て
独
自
の
教
育
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
教
育
活
動
の

内
容
に
応
じ
て
、
私
立
高
校
毎
に
授
業
料
の
多
寡
が
生
じ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
授
業
料
が
私
立
高
校
毎
に
異
な
っ
て

し
か
る
べ
き
と
い
う
点
は
、
保
護
者
連
合
会
も
同
意
し
て
下

さ
っ
て
い
る
処
で
あ
り
ま
す
。
私
も
現
在
、
大
阪
私
学
中
学
高

等
学
校
連
合
会
副
会
長
の
任
に
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
引
き
続

き
こ
の
「
キ
ャ
ッ
プ
制
の
撤
廃
」
に
向
け
て
粘
り
強
く
交
渉
を

重
ね
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
方
の
一
層
の
ご
健
勝
・
ご
活
躍
を
お
念
じ
申
し
上
げ
、

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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公演：津軽三味線　小山会　貢葉会
＊プロフィール＊
1963年に結成され今年で60年を迎えます。主に神奈川県川崎市で活躍。
家元、師範、名取を含めて最高２００名で弾く大合奏で演奏しますが、今回
は会主の貢葉撞（みつようどう）洋撞杏（ようどうあん）洋撞樺（ようどうか）
洋撞隆（ようどうりゅう）の４人で演奏します。津軽じょんがら節の新節メ
ドレーや民謡を歌います。洋撞隆さんは東大谷高校S46年の卒業生です。

（旧姓市原隆子）
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会
員
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
本
校
の
教
育
に
ご
理
解

ご
支
援
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
存
知
の
通
り
、
昨
年
五
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
が
五
類
に
移
行
さ
れ
、
本
校
で
も
様
々
な
行
事

が
ほ
ぼ
例
年
通
り
実
施
さ
れ
生
徒
に
も
素
敵
な
笑
顔
が

戻
っ
て
き
ま
し
た
。
皆
様
の
生
活
に
も
「
日
常
」
が
取

り
戻
さ
れ
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
存
じ
ま
す
。

　

東
大
谷
高
校
は
、「
人
間
教
育
を
す
る
進
学
校
」
を

理
念
と
し
て
教
育
活
動
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、「
人

間
教
育
」
の
部
分
に
つ
き
ま
し
て
は
様
々
な
宗
教
活
動

を
通
じ
て
「
生
か
さ
れ
て
い
る
自
分
」
に
気
づ
き
、
感

謝
の
心
と
思
い
や
り
を
大
切
に
す
る
生
徒
を
育
て
て
い

ま
す
。
ま
た
「
進
学
校
」
と
し
て
各
コ
ー
ス
の
充
実
に

努
め
、安
定
し
た
生
徒
募
集
に
繋
げ
て
ゆ
く
所
存
で
す
。

進
学
コ
ー
ス
で
は
大
阪
大
谷
大
学
と
の
高
大
連
携
と
し

て
「
薬
剤
師
育
成
プ
ロ
ブ
ラ
ム
」、「
教
員
育
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
が
順
調
に
推
移
し
て
お
り
ま
す
。
国
際
コ
ー
ス

で
は
よ
う
や
く
語
学
研
修
や
N
Z
留
学
が
再
開
さ
れ
、

本
来
の
徹
底
し
た
英
語
教
育
を
軸
に
英
検
二
級
全
員
合

格
を
め
ざ
し
て
生
徒
た
ち
は
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
特
進

コ
ー
ス
で
は
こ
こ
数
年
、
現
役
で
二
桁
の
国
公
立
合
格

者
を
出
し
、
指
導
陣
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
・
き
め
細
や

か
な
進
路
指
導
に
よ
り
さ
ら
な
る
実
績
ア
ッ
プ
を
め
ざ

し
ま
す
。
ま
た
、生
徒
が
自
ら
将
来
の
目
標
を
設
定
し
、

自
ら
学
ぶ
姿
勢
を
育
む
た
め
に
「
十
年
未
来
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
一
年
次
の
授
業
と
し
て
開
講
し
、
同
時
に
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
帳
を
導
入
す
る
こ
と
で
自
身
の
時
間
の
使

い
方
を
把
握
し
計
画
的
に
学
校
生
活
を
送
る
よ
う
指
導

し
て
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
是
非
一
度
泉
ヶ
丘
に
お
越
し
い
た

だ
き
、
生
徒
の
様
子
や
学
校
の
雰
囲
気
を
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
今
後
と
も
、
皆
様
の
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

春
の
気
配
も
と
と
の
い
、
東
大
谷
成
美
会
会
員
の
皆

さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
健
や
か
に
お
過
ご
し
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
会
員
の
皆
さ
ま
と
同
窓
会
を
繋
ぐ
会
報
誌

「
す
ず
ら
ん
便
り
」
を
3
年
振
り
に
お
届
け
出
来
ま
す

こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
、
昨
年
開
催
の
第
8
回
総
会
に
お
き
ま
し
て
再
任

し
て
い
た
だ
き
、
あ
と
1
期
2
年
、
会
長
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
西
端
前
会
長
の
亡

き
後
2
0
2
0
年
に
会
長
に
就
任
以
来
、
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
で
行
事
等
も
休
会
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
ご
ざ

い
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
マ
ス
ク
無
し
で
の
生
活
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
1
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

校
訓
で
あ
る
「
朝
に
礼
拝 

夕
に
感
謝 

― 

慈
悲
・
和

合
・
精
進
」
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
て
、
同
窓
会
が
卒

業
生
の
方
々
の
心
の
拠
り
所
と
な
れ
ま
す
よ
う
、
微
力

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
同
窓
会
発
展
の
た
め
に
努
力
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

2
0
1
6
年
に
成
美
会
か
ら
独
立
、
東
大
谷
成
美
会

と
な
り
、
現
在
約
3
1,
5
0
0
名
の
会
員
の
方
が
お

ら
れ
ま
す
。母
校
で
あ
る
東
大
谷
高
等
学
校
の
共
学
後
、

男
性
会
員
も
増
え
て
ま
い
り
ま
し
て
、
世
の
中
と
同
様

に
東
大
谷
成
美
会
も
変
化
し
て
お
り
ま
す
。

　

会
報
誌
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
さ
ら
に
S
N
S
で
も
情
報
発
信
を
い
た
し
て
お
り

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

総
会
は
交
流
を
深
め
る
場
で
も
ご
ざ
い
ま
す
。
総
会

開
催
の
ご
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の

で
、
是
非
ご
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
さ
ま
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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谷
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谷
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卒
業
生
よ
り

　

泉
ヶ
丘
一
期
生
卒
ク
ラ
ス
幹
事
の
植
村
一
貴

で
す
。
２
０
１
６
年
に
卒
業
し
て
、
早
い
も
の

で
８
年
の
月
日
が
経
ち
ま
し
た
。
在
学
時
代
は

生
徒
会
に
携
わ
り
、
そ
こ
で
の
経
験
が
そ
の
後

の
大
学
生
活
や
社
会
人

に
な
っ
て
か
ら
の
仕
事

等
で
活
か
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
私
と
大
谷
学
園

と
の
御
縁
は
、
高
校
か

ら
で
は
な
く
、
幼
稚
園

か
ら
で
し
た
。幼
稚
園
、

高
校
、
大
学
と
大
谷
学

園
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
社
会
人
と
な
っ
た
現
在
は
、

ク
ラ
ス
幹
事
と
し
て
東
大
谷
成
美
会
で
、
総
会
の
運
営
に

一
部
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
の

課
題
は
若
い
世
代
の
会
員
の
方
に
総
会
等
、
イ
ベ
ン
ト
に

関
わ
っ
て
い
た
だ
く
か
。
東
大
谷
成
美
会
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

開
設
し
て
お
り
ま
す
。
総
会
の
時
に
少
し
関
わ
っ
て
み
た

い
な
ど
、
興
味
の
あ
る
方
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
若
い
世
代
で
東
大

谷
成
美
会
を
盛
り
上
げ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

東
大
谷
を
卒
業
し
て

植
　
村
　
一
　
貴
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Q1：東大谷高校を受験された理由は？
　　 きっかけは両親です。
　　 私は宝塚歌劇団に入団するのが夢だったので、宝

塚音楽学校を受験する条件が、東大谷高校に入学
することでした。

　　 東大谷高校は教育はもちろん信用度の高い高校だ
からだと思います。

　　 親戚が東大谷高校の出身だったこともあり両親の
強い希望で受験しました。

Q2：担任の先生のお名前は？
　　 高校２年生の時の担任が宮崎繪麗子先生でした。
　　 今も先生からは私の芸能活動への応援のお便りを

頂きます。
　　本当に感謝して居ります。

Q3： 東大谷高校時代のお友達との交流はありますか？
　　 実は宝塚音楽学校に入学した当時、同期生名簿を

見たら、出身校に東大谷高校の文字があり、すぐ
にそのお名前の連絡先に電話をかけました。

　　 すると、東大谷高校の１学年上の先輩にあたる人
が、たまたま同期生でした。

　　 その彼女は、宙組出身の「綾音らいら」です。そ
の名簿を見た時の驚きを今も鮮明に覚えて居ます。

　　 同じ高校から宝塚音楽学校に二人も合格すること
は、非常に稀なケースだったので、本当に驚きま
した。

　　 彼女とは今尚、信頼し合える大切な同期です。
　　 そしてもう一人は、高校１年生の時からの親友で、

今も頻繁に連絡を取り合う生涯の大親友です。
　　 彼女とは高校２年生の時も同じクラスになり、も

し私が宝塚音楽学校に合格していなければ、高校
３年生も同じクラスでした。

　　強いご縁を感じています。

Q4：クラブに入っていましたか？
　　 部活は、どこにも入部しておらず、学校が終わる

とすぐに帰宅し、宝塚歌劇のビデオを擦り切れる
まで観て夢をおいかけて居りました。

Q5：今後の抱負を教えて下さい。
　　 「女優」という肩書に捉われず、ドラマ、映画、

バラエティ、舞台など、多方面で活躍できるアー
ティストでありたいと考えております。

Q6： 現在の東大谷高校の生徒達に一言お願いします。
　　 私は高校生だった当時、友達に「夢は何？」と聞

くと、当時はみんな口を揃えて「夢はない」と答
えていました。

　　 しかし今、あの頃「夢はない」と答えていた彼女
達も目標を持ち、夢を叶えた人達が多くいらっ
しゃいます。

　　 今は夢と断言できるものがなくても、その時その
時を一生懸命に生きていれば、必ず目標となるも
のが見えてくるのだと思います。

　　 道を歩くときは後ろ向きには歩きません。
　　 前を見て歩くからこそ、そこに道はできます。
　　 前を見て、一瞬一瞬を楽しんでご自身の道を作っ

てみてください。

質問後、少し宝塚のお話をして下さいました。
宝塚のトップスターは単に主役を演じるだけが役目で
はありません。
宝塚歌劇団は一組に約80人の団員がおり、この人数
を一つにまとめることも、トップスターの重要な役割
です。
だからこそ、上級生、下級生厭わず、団員達と積極的
にコミニュケーションをとることの重要性を学びまし
た。
人は自分の鏡。
人を知れば自分がやるべきことも、自ずと見えてくる
ことを痛感しました。
自分のことを理解してもらう前に、まずは相手に目を
向けてみてください。
必ず見えていなかった大切なものが見えてくると思い
ます。

朝からテレビの生放送の準備、本番を終えてからのイ
ンタビューでした。お疲れなのに笑顔を絶やさず、１
つ１つの質問に優しく丁寧に答えてくださった紅ゆず
るさん、ありがとうございました。
これからの益々の御活躍をお祈り致します。

紅
ゆ
ず
る
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

1997年 東大谷高校入学1997年 東大谷高校入学
2002年 宝塚歌劇団入団　星組配属2002年 宝塚歌劇団入団　星組配属
2016年 宝塚歌劇団2016年 宝塚歌劇団
 星組トップスター就任 星組トップスター就任
2019年 宝塚歌劇団退団2019年 宝塚歌劇団退団
現　在 ＴＶ・舞台で活躍現　在 ＴＶ・舞台で活躍

プロフィールプロフィール
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＊令和４年（2022）度　東大谷成美会　会計報告＊ 年１回　東大谷成美会総会
月１回　役員会（必要に応じて臨時役員会）
ホームページ　更新
了秀忌　参加
予餞会（東大谷成美会入会式）参加

会　　長 服　部　弘　美（S46）

副 会 長 丹　生　敬　子（S46） 竹　綱　牧　子（S46）

会　　計 土手下　博　子（S46） 東　　　京　子（S55）

書　　記
奥　田　千珠代（S50） 黒　木　三栄子（S43）

児　島　裕　子（S60）

会計監査 中　山　髙　子（S32） 桑　　　寸実子（S31）

幹　　事

山　本　淑　子（S32） 山　田　嘉代子（S33）

榊　　　雅　子（S50） 鵜　山　洋　子（S49）

辻　本　陽　子（S59） 植　村　一　貴（H28）
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令和４年度（2022年）

事業報告

令和６年度　役員候補
東大谷成美会 SNS

X（エックス）
URL  https://twitter.com/higashiohtanis

東大谷成美会 X 検索
Facebook
URL  https://www.facebook.com/higashiohtaniseibikai/

東大谷成美会 フェイスブック 検索

東大谷成美会 SNS
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収入の部

項　　目 金　　額 内　　訳

前年度繰越金 22,038,188

終 身 会 費
（令和４年度） 2,200,000 (10,000円×220名)

総 会 御 祝 110,000

総 会 会 費 260,000

役 員 会 費 149,000

雑 収 入 42,452

利 息 162

合 計 24,799,802

支出の部

項　　目 金　　額 内　　訳

総 会 費 1,877,840 印刷・郵便料・ホテル代

卒 業 記 念 品
（令和３年度） 339,950

会 議 費 20,564

交 際 費 431,543 バトン部御祝い金等含む

通信・事務費 27,205

ホームページ更新料 19,190

小計 2,716,292

次年度繰越金 22,083,510

合 計 24,799,802

現　　　　金 149,262
預　　　　金 21,934,248
次年度繰越金 22,083,510

（卒業年）

2024年度　大学等入試結果（抜粋）
国　公　立　14名 大阪教育大 （1） 京都教育大 （1） 奈良教育大 （1） 和歌山大 （5） 徳島大 （1） 高知大 （1）

島根大 （1） 高知工科大 （2） 秋田県立大 （1）

関関同立　42名 関西大 （29） 関西学院大 （7） 同志社大 （4） 立命館大 （2）

産近甲龍　149名 京都産業大 （7） 近畿大 （119） 甲南大 （2） 龍谷大 （21）

摂神追桃　106名 摂南大 （42） 神戸学院大 （10） 追手門学院大 （32） 桃山学院大 （22）

2023年度　部活動報告（抜粋）

バ ト ン 部 全国高校ダンスドリル選手権大会2023　メジャーレット部門　第３位

な ぎ な た 部 近畿高校なぎなた選手権大会大阪府予選　個人の部　第５位　演技の部　第５位　※いずれも近畿大会出場

ダ ン ス 部 ダンスフェスタin泉ヶ丘2023　ダンスバトル企画　優勝

テ ニ ス 部 第17回第４学区テニス大会　男子ダブルス準優勝　女子ダブルス準優勝・第３位

吹 奏 楽 部 第62回大阪府吹奏楽コンクール南地区大会　金賞　同府大会　銅賞

陸 上 部 大阪高校秋季陸上競技大会（３・４地区）　女子3000ｍ　第２位

ハンドボール部 第93回堺種目別優勝大会　高校男子の部　準優勝

剣 　 道 　 部 第37回大阪狭山市長杯剣道錬成大会　高校男子の部　第３位

上智大 （1） 法政大 （1） 京都外国語大 （8） 関西外国語大 （60） 大阪大谷大 （42）

京都薬科大 （1） 大阪医科薬科大 （1） 神戸薬科大 （2） 同志社女子大 （3） 京都女子大 （7） 武庫川女子大 （7）

大阪経済大 （15） 大阪工業大 （26） 大阪産業大 （16） 大阪電気通信大 （10） 四天王寺大 （12） 大和大 （23）

https://www.higashiohtani-seibikai.com

東大谷高校トピックス


